
結果と考察 
  RGB値を用いてケルセチンの色

素を調べた。 
下の画像はケルセチンが左から
水100ml中に
0mg,5mg,10mg,20mg入っている
ものである。これらのRGB値を取
り、グラフを作った物が左のもの
である。 
このグラフから自分たちが抽出し
た物のRGB値を調べてグラフに
点を打つと以上のようになる。横
軸はその100ml中に何mg入って
いるかなので、その点の横軸の
座標をとり、値を足して平均をと
る。(ここではその値が抽出でき
た重さとする。)すると、エタノー
ルのみのものは16.42mg,エタ
ノール＋NaOHのものは18.9mg
抽出できた。 
(ケルセチンのRf値0.978,エタ
ノール+NaOHで抽出した物のRf
値0.978,エタノールのみRf値
0.977)  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研究の動機と目的 
体脂肪の低減に効果があるとされているケルセチ
ンに着目した。その中でも、ケルセチンが多く含ま
れ身近で手に入れやすいタマネギの皮を用いるこ
とにした。 
タマネギの皮に含まれているケルセチンを、どうす
れば効率よく高純度なものを取り出すことができる
か疑問に思い、この研究に着手した。 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道具 
・タマネギの皮10g　・エタノール80%　・水 
・水酸化ナトリウム水溶液4%　・減圧蒸留装置 
・ペーパークロマトグラフィー　・市販のケルセチンのサプ
リ　・酢酸4mL 

仮説 
水酸化ナトリウムを含んだエタノールのほうが、エタノー
ルのみのものよりも溶け出しやすく抽出しやすいと考え
た。
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研究方法 
1) 玉ねぎの皮から【エタノール+水+NaOH】

でケルセチンを抽出(抽出溶液１)。そし
て、抽出溶液１からエタノールを減圧蒸留
によって除去する(抽出溶液２)。 

2) 玉ねぎの皮から【エタノール+水】を用いて
1)と同じ事をして抽出溶液を作る。 

3) 市販のケルセチンのサプリの中身を取り出

し、その取り出した物をエタノール８０％に
溶かす。 

　1)2)3)にペーパークロマトグラフィー 
　を行い被験物質が移動した長さを調べる。 
上記の抽出溶液を用いて、ペーパークロマト 
グラフィーを行い、それらのRf値を求める。 
展開溶媒には酢酸と 
エタノールを9:1で混 
ぜたものを用いる。
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ケルセチンの抽出増加率（NaoHを加える前後）は15％
となった。やはり予想した通り、水酸化ナトリウムを含ん
だエタノールのほうがよく抽出できた。その理由として、
水酸化ナトリウムが塩基性であるということが理由として
考える。ケルセチンは酸性のためケルセチンと水酸化
ナトリウムが中和し、抽出しやすくなったと考える。
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